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B1
数学問題 2 解答
(1) 𝐶1 (ただし 𝑎 =

√
3 )と 𝐶2 の, 0 < 𝑥 < 𝜋

2
におけるただ 1つの交点の 𝑥座標を 𝜃0

とする. このとき,
√

3 cos 𝜃0 = sin 𝜃0 より tan 𝜃0 =
√

3. したがって, 𝜃0 = 𝜋
3

. よって,

𝑆(
√

3) = ∫
𝜋/3

0
(
√

3 cos 𝑥 − sin 𝑥) 𝑑𝑥 = [
√

3 sin 𝑥 + cos 𝑥]
𝜋/3

0

=
√

3 (sin 𝜋
3

− 0) + cos 𝜋
3

− 1 =
√

3 ⋅
√

3
2

+ 1
2

− 1 = 1.

(2) 方程式 𝑎 cos 𝑥 = sin 𝑥 の 0 < 𝑥 < 𝜋
2
におけるただ 1 つの解が 𝜃 であるから,

𝑎 cos 𝜃 = sin 𝜃 より, tan 𝜃 = sin 𝜃
cos 𝜃

= 𝑎.

また, cos2 𝜃 = 1
1 + tan2 𝜃

= 1
1 + 𝑎2 , cos 𝜃 > 0 より,

cos 𝜃 = 1√
1 + 𝑎2

, sin 𝜃 = tan 𝜃 ⋅ cos 𝜃 = 𝑎√
1 + 𝑎2

.

(3) 曲線 𝐶1, 曲線 𝐶2 および 𝑦軸で囲まれた部分の面積 𝑆(𝑎)は

𝑆(𝑎) = ∫
𝜃

0
(𝑎 cos 𝑥 − sin 𝑥) 𝑑𝑥 = [𝑎 sin 𝑥 + cos 𝑥]𝜃0

= 𝑎(sin 𝜃 − 0) + cos 𝜃 − 1 = 𝑎 sin 𝜃 + cos 𝜃 − 1

= 𝑎2 + 1√
1 + 𝑎2

− 1 = √1 + 𝑎2 − 1.

一方, 曲線 𝐶1, 𝑥軸および 𝑦軸で囲まれた部分の面積 𝑇は

𝑇 = ∫
𝜋/2

0
𝑎 cos 𝑥𝑑𝑥 = 𝑎 [sin 𝑥]𝜋/2

0 = 𝑎

である. よって, 2𝑆(𝑎) = 𝑇 となる必要十分条件は

2(√1 + 𝑎2 − 1) = 𝑎 (𝑎 > 0) ⟺ 2√1 + 𝑎2 = 𝑎 + 2 (𝑎 > 0)

である. 両辺を 2乗して整理すると

4(1 + 𝑎2) = 𝑎2 + 4𝑎 + 4, 𝑎(3𝑎 − 4) = 0. 𝑎 > 0 より, 𝑎 = 4
3

.



B2
数学問題 1 解答
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B2
数学問題 2 解答
(1) 𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 2(𝑚 − 1)𝑥 + 16とおくと, 𝐶1 の方程式は 𝑦 = 𝑓(𝑥)である. 2次方程
式 𝑓(𝑥) = 0 の判別式を 𝐷 とすると

𝐷/4 = (𝑚 − 1)2 − 16 = (𝑚 − 1 − 4)(𝑚 − 1 + 4) = (𝑚 − 5)(𝑚 + 3).

𝐶1 が 𝑥軸と異なる 2点で交わるのは 𝐷/4 > 0 のときなので, 求める𝑚の値の範囲は

𝑚 > 5 または 𝑚 < −3.

(2) 𝐶1 を原点に関して対称移動して得られる放物線 𝐶′
1 の方程式は

−𝑦 = (−𝑥)2 − 2(𝑚 − 1)(−𝑥) + 16.

これを整理して, 𝑦 = −𝑥2 − 2(𝑚 − 1)𝑥 − 16 となる. 𝐶′
1 を 𝑦軸方向に −𝑚 + 11だけ

平行移動して得られる 𝐶2 の方程式は

𝑦 = −𝑥2 − 2(𝑚 − 1)𝑥 − 16 − 𝑚 + 11 = −𝑥2 − 2(𝑚 − 1)𝑥 − 𝑚 − 5.

これを平方完成して, 𝑦 = −{𝑥 − (1 − 𝑚)}2 + 𝑚2 − 3𝑚 − 4. したがって, 𝐶2 の頂点の
座標は (1 − 𝑚, 𝑚2 − 3𝑚 − 4).

(3) 𝑔(𝑥) = −𝑥2 − 2(𝑚 − 1)𝑥 − 𝑚 − 5とおくと, 𝐶2 の方程式は 𝑦 = 𝑔(𝑥)である. 𝐶2

は上に凸より, 𝐶2 が 𝑥軸の正の部分と異なる 2点で交わるのは
・𝐶2 の頂点の 𝑦座標が正， ⋯ 1©
・𝑔(0) < 0かつ 𝐶2 の頂点の 𝑥座標が正 ⋯ 2©
をすべてみたすときである. 1©は

𝑚2 − 3𝑚 − 4 = (𝑚 − 4)(𝑚 + 1) > 0

すなわち,「 𝑚 > 4 または 𝑚 < −1 」 ⋯ 1©
2©は

𝑔(0) = −𝑚 − 5 < 0, 1 − 𝑚 > 0

すなわち, −5 < 𝑚 < 1 ⋯ 2©
よって, 𝐶2 が 𝑥軸の正の部分と異なる 2点で交わるのは 1©と 2© の共通部分であるから

−5 < 𝑚 < −1 ⋯ 3©

したがって, 求める𝑚の値の範囲は, (1)で求めた𝑚の値の範囲と 3©の共通部分である
から, −5 < 𝑚 < −3 である.





物 理 Ｂ

物理問題１

(1) ①　 4.5N ②　 0 J
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化学問題１

化学問題２

化学問題３

試験科目 理 科 化 学 受験番号 氏 名
受 験 番 号

化 学 B

化学問題１

化学問題２

化学問題３
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（d） （e） （f）
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７

(A）

問

３

(B） (C）

(D） (E）

問

５

構造式 質量

g

4 ⑥

④ 5.0×10－2

3.0×105 ⑥

③ ⑧

7 1 F2 HF

HF H2 Cu(NO3)2 NO

Cu(NO3)2 NO2 CuSO4 SO2

①揮発 ②不揮発 ヘス

③ 不動態 ③

-600

（－）Pb ∣ H2SO4 aq ∣ PbO2（＋）

問

７

（１） （２）

16 g 増加

アルカン アルケン 高く

低く 構造 シスートランス

⑥ ⑤ ⑤

⑤ ③

43.2 12.0

kJ/mol 600
B  旧課程

個
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